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石心会グループで働く職員の皆様、新年あけ
ましておめでとうございます。

新しい年を迎え2021年になりましたが、いま
だ昨年から続く新型コロナウィルス感染症の蔓
延が続き石心会グループで働く職員の方々は日々
大変な思いをして勤務をしている事と思います。

今回は2020年度の埼玉石心会病院の救急現場
の経験を紹介する中で今後の石心会の救急医療
の在り方について私の考えを述べたいと思います。

埼玉石心会病院移転後の救急
（2017~2019年度）

まず、埼玉石心会病院が増床移転した2017年
度から新型コロナウィルス感染症が蔓延する直
前の2020年３月までの救急外来の状況を話します。

私が川崎幸病院から異動した半年後の2017年

11月に埼玉石心会病院は101床増床し、450床の
新築移転をしました。人口80万人の埼玉西部地
区を医療圏とし、近辺には中、大規模病院はな
く、埼玉石心会病院は地域医療支援病院として
地域の中核病院の役割を担っています。

2017年度は救急車断りも多く（表1）、現場か
ら見ていても、石心会が掲げる理念の1つ、「断
らない医療」はまだまだ現場スタッフに根付い
ていない印象でした。それから３年間で、断り
症例の地道な検証や様々なスタッフの努力によ
り、救急搬送件数がみるみる増加する一方、断
り件数は著しく減少しました。この結果は、埼
玉石心会病院に於いては「断らない医療」がも
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救急医療最前線からの
報告とご挨拶

埼玉石心会病院　
副院長／ER総合診療センター長

石井耕士

（表1）救急車受入台数と断り件数推移
2017 年度 2018 年度 2019 年度

救急車受入台数 7,518 8,061 8,802
救急車断り件数 43 25 10
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3 年間　救急車受入台数と断り件数推移
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いま求められる医療をもっと高めたい
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神 奈 川 地 区



32 石心会 BULLETIN　海燕　No.90

はやCultureの域に達し、スタッフに浸透して来
た事に他ならないと思います。

この様な救急医療の実績を踏まえ、2019年度
末、いよいよ救命センター構想実現への本番を
迎えようとしていた時新型コロナウィルス感染
症（以下COVID-19）の脅威が迫ってきました。

COVID-19パンデミック下の救急外来

2020年4月初旬から救急外来は一変しました。
COVID-19疑い（以下疑似症）の患者が急激に増
え、通常の救急外来の体制では、もはや対応で
きなくなるのが目に見えていました。現場の危
機をいち早く感じた救急医が救急外来の体制変
更を病院執行部に求め、執行部は一週間足らず
で、この事態を「ウィルス災害」という共通意
識の元、対策本部を立ち上げ、現場の問題を即
座に解決すべく動きました。

通常診療を縮小し、医師、看護師、救命士、生
理検査技師による疑似症対応チームや救急外来
のゾーニング、疑似症入院病棟などの体制を整
えました。また、この得体の知れないCOVID-19
に対応するスタッフ達は不安や周囲からの差別
の目もあり、精神的支援の必要性が出てきたた
め、産業医、心理士によるメンタルサポートチー
ムも立ち上がりました。

この様な混沌とした状況下ではありました
が、救急外来スタッフは「断らない救急」を基
本方針として診療にあたりました。表2に示す
とおり4月、5月の救急断りは通常より多いです

これは、現場の疑似症対応がハード面で追い
つかず、断りが出たためであり、現在では断
り件数は最小限になったと自負しています。

その結果、今まで医療圏では断トツの一位で
も埼玉県で救急受け入れ台数一位になった事が
ない当院が2020年6、7月を除き、4月から11月ま
で県内受け入れ一位の実績となりました。（表3）

また、当院は救急医療と並行して埼玉県の要
請による帰国者接触者外来、疑い患者受け入れ
協力医療機関となり、その後、9月からは重点医
療機関としてCOVID19患者の入院受け入れをし
ています。

胸を打った救急医の言葉

4月の救急外来でどうしても救急患者の受け入
れが出来なくなった日、一人の救急医が言った
言葉が私の心に残っています。救急患者を断る
状況になって、「うちで断った患者はこの状況下
で何処に行くのだろう？地域医療の崩壊がたっ
た今おこった事を感じて怖くなりました。」

これは、当院が地域医療を背負い、断らない
救急をやる決心をしているからこそ発せられた
言葉であります。

混沌とした状況下では、皆が不安となり、動
揺し、恐怖から自分を遠ざけようとするのが当
然です。しかし、自分達の存在意義を認識し、
この状況に真っ向から立ち向かい、対応する事
が少なくとも私の周囲では出来ています。

私は、この様な状況下に心の拠りどころになっ
たのが理念である「断らない医療」であり、も
し現場に理念の浸透がなければ異なる結果になっ
たであろうと思います。

理念とは何か？
石心会は創業時（1973年）より理念を大切に

してきた法人です。
「飛び抜けた優良企業を築くには基本理念を浸

透させ、維持する事が重要である」という事を
実証的に書いた本があります。それは世界で300
万部を売ったビジョナリーカンパニー（トム・
コリンズ著）という本であり、私の愛読書です。

病院も一つの企業です。私たちが地域社会で、
そして医療界でとびぬけた存在になる為には理
念を大切にすることが重要だと私は思っています。

石心会では3つの基本理念を掲げている事はご
存じかと思いますが、この中で中核をなすもの
が「断らない医療」です。
「断らない医療」を体現する場の最前線は救急

外来です。そして、救急こそ石心会の根幹にあ
る重要なセクションです。COVID-19との闘いの

中で「断らない医療」をする事は言葉で言うほ
ど簡単ではありませんが、現場スタッフ、病院
が一体となり今後も貫きたいと思います。

最後に、今まさにこの時、石心会に於いて
COVID-19と闘う大勢のスタッフの方々にこの場
を借りて心より感謝を申し上げます。

筆者略歴
役職　社会医療法人財団石心会副理事長・埼玉石心会病院
副院長（救急）・ＥＲ総合診療センター長
2001 年 北里大学医学部卒
2001 年～ 2003 年 湘南鎌倉総合病院　初期研修
2004 年 横浜市立大学 整形外科入局
2012 年 川崎幸病院　整形外科
2017 年 埼玉石心会病院　ER 総合診療センター
日本整形外科学会専門医

（表3）2019－2020年度　救急車受け入れ件数　比較表
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

埼玉石心会病院
2020年度 610

(1位)
657
(1位)

584
(2位)

618
(2位)

724
(1位)

687
(1位)

738
(1位)

732
(1 位 )

2019年度 688 633 614 721 813 719 742 770 893 823 718 668 8,802

(  )内は埼玉県内の順位

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

（表２）埼玉石心会病院　救急車断り台数（2020年）

日本脳神経血管内治療学会学術総会
優秀ポスター賞＜銀賞＞受賞
～チーム運営における学会発表の重要性～
川崎幸病院　脳血管センター長／脳神経外科部長　壷井祥史

このたび2020年11月19日〜21日に開催された日
本脳神経血管内治療学会学術総会において、優秀
ポスター賞＜銀賞＞を受賞することができました。

このことをきっかけに脳
神経外科チームの学術活
動について述べさせてい
ただく機会をいただきま
したので、日頃から行っ
ている活動を紹介いたし
ます。

チームで追及してきた治療が銀賞に

まず、今回受賞した日本脳神経血管内治療学会
学術総会ですが、脳神経外科領域のカテーテル治

療の学会としては国内最大の学会になります。カ
テーテル治療は非常に伸びている領域なので、会
員数は右肩上がりに増えていて現在4,000人を超え
るまでになっています。この学会ではポスター賞
が用意されていて、以前は様々な領域（脳梗塞治
療部門、動脈瘤部門など）ごとに、それぞれ金・銀・
銅賞があったため、15〜20人の受賞者がいました
が、２年前より受賞者が全体で6〜7人に減少し、
受賞がとても難しくなりました。今学会のポスター
演題は約600演題（医師約550演題、コメディカル
約50演題）で受賞者は医師4人（金賞1人、銀賞2人、
銅賞1人）とコメディカル2人（銅賞2人）でした。
この中で私の発表が全体で2番目の評価を得ること
ができましたので、とても高く評価していただけ
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たと思っています。審査員の先生と話す機会が
あり、受賞理由について、1. すぐに臨床で実践
できること、2. 効果を実験で証明したこと、の
2点において評価が高かったと教えていただきま
した。日頃からチーム内で、より良い治療を追
求し、手間を惜しまず実験で証明してきたこと
が報われたと感じています。

チームの運営に重要な学会発表

私は、学会発表をとても大事にしていますが、
その理由としては、1. いい発表をして社会貢献
をする、2. チームのモチベーションを上げる、
という2点があります。どんなにいい治療を行っ
ていても、世の中に広めていかなくては意味が
ありません。その点において学会発表を行うこ
とは重要です。さらに、学会発表を意識するこ
とで、日頃から高い意識を持って治療を行うこ
とができます。もっといい治療方法はないか常
に探求するマインドができるからです。

学会発表は面倒くさい、緊張する、どう作っ
ていいか分からない等、特に若い先生には敬遠
されがちです。しかし、我々のチームではスラ
イドの作り方を一から教えることで自信を持っ
てスライドを作り、発表できるように教育して
います。そうすることで大抵の先生は、学会活
動に積極的になります。2020年4月から仲間に加
わった4年目の先生は8ヶ月で6回の発表をしてく
れました。

現在、こういった活動はコメディカルにも広がっ

ています。学会発表について話をすると、ほと
んどのコメディカルのスタッフは「遠慮したい」
と言われますが、「私は○○に遊びに行こう」と
誘います。ちょっと頑張って作れば福岡や京都
などの魅力的な場所へ行けると誘うと大抵の人
は興味を持ってくれます。自信を持って発表で
きるように手伝ってあげれば、とてもいい発表
をしてくれますし、そういった経験を一度すれば、
2回目以降は私から誘う必要なく自発的に発表し
てくれます。学会発表を意識することでスタッ
フの日々のモチベーションは飛躍的にあがるので、
学会発表というのはとても有効なツールだと感
じています。現在、救急外来の看護師さんが脳
卒中プロトコールチームを作って、学会発表す
るためにテーマを決めて活動してくれています。
こういったことは、私が依頼していることでは
なく、全て能動的に行ってくれていることです。
来年3月に開催される日本脳卒中学会にはコメ
ディカルから4演題の抄録を出してくれました。

こういった活動の結果、脳神経外科全体のモ
チベーションが上がり、2020年はコロナ禍にも
関わらず、初めて手術件数が500件を超えました。
2021年4月には脊椎脊髄センターを立ち上げ、さ
らにギアを上げていく予定です。今後も学会発
表 を 楽 し く 行
い、チームのモ
チベーションを
維持していきた
いと思います。

コロナ禍において、オンライン（WEB、SNS、電
話など）での相談や診療を各医療機関が進めてい
ます。川崎幸病院と第二川崎幸クリニックでも、新た
な受診導線として4つの診療科でオンラインでの無料
相談や初診を開始しました。開設直後から問い合わ
せがあり利用者から大変好評です。

コロナ感染の不安で来院を迷っている患者に対し、
医師から回答することで安心感を与え、疾患への理
解を深めてもらうことによって外来受診に繋げています。

また、遠方の患者からの問い合わせにも対応が可
能なため、距離の問題で来院するか迷っている患者
にも効果的な受診導線となっています。

『コロナ禍の新たな受診導線
オンライン相談／診療が好調
～川崎幸病院、第二川崎幸クリニック～』

■川崎幸病院
・川崎大動脈センター ：LINEでの事前相談
https://saiwaihp.jp/daidomyaku/topics/detail.php?id=99
・婦人科：LINEでの事前相談
https://saiwaihp.jp/topics/

■第二川崎幸クリニック
・減量外科：メール申込からのオンライン診療
https://saiwaicl-2.jp/departments/weight_loss.php
・逆流性食道炎外来：メール申込からのオンライン診療
https://saiwaicl-2.jp/departments/reflux_esophagitis.php

川崎幸病院　川崎大動脈センター

川崎幸病院　婦人科

第二川崎幸クリニック　
減量外科・逆流性食道炎外来
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コロナ禍で風情に欠けた年末年始が過ぎ、1年間でこ

のように世間の状況が変化するものかと改めて驚くばかり

です。さて、私が医師を選んだ理由ですが、父が内科、

母が小児科を開業をしていた影響がありますが、高校入

学まではその多忙さを見て自分にはできない、就きたく

ないと思っていまし

た。しかし、高校生

時代のある出来事で

医学部志望を決意す

ることになります。そ

れは、高校に入学し

すぐに数学でつまず

き、落第点ばかり採っ

ていたのですが（同級生のT君も落第点で競っていた）、

数学のS先生の我ら二人に対する熱心な放課後の個別指

導で関数・因数分解・数列が目からうろこのように解け

るようになり得意科目となったのです。S先生とは数学以

外の話や相談もさせていただきましたが、あるとき、君

たち医学部を受けてみなさいと勧められたのです。しかし、

その三週間後にS先生は通勤途中の大宮駅で倒れ急逝し

てしまいます。この知らせを聞いたときの感情は、例え

様のない狼狽えのようでした。T君とは医学部を目指すこ

とを決めた訳ですが現役不合格、つるんで予備校に通っ

たり、息抜きしたり、いたずらしたりで、両者何とか一浪

で医学部に合格することができました、まさにS先生の一

言芳恩というしかありません。

大学に入学し、サッカー部に入りましたが、医学部の

サッカー部だからそんなに厳しくないだろうとの予想に反

し、東日本医科学生大会での3位入賞を目指し、連日夕

方からの練習、日曜日には試合とその後の反省会という

飲み会、春夏の合宿とかなり体力的には鍛えられました

し、何といっても先輩後輩との出会いは貴重なことでした。

また、試合中に競り合った相手が予備校での友人であっ

たこともありました。

このサッカー部の

監督が泌尿器科の助

教授で、上級生にな

ると手術の見学や助

手などもさせてもらい、

当時は内科医局に少

なかった腎臓内科医

になることを勧めてく

れました。また、その後に入局した内科の主任教授の専

門が肝臓疾患で、しばしば劇症肝炎の患者が入院してき

ました。その際に、血漿交換や血液濾過透析の治療を

行いますが、これが本格的な血液浄化療法を学ぶきっか

けになりました。私が医者になった時代はまさにバブルで、

実家開業は新宿の大久保（通り隔てて歌舞伎町・最寄り

の駅が新大久保）で、ビル診が増え、町は多国籍化し、

患者数が激減したため私が医者になって10年後に閉院し

ました。

さいわい鹿島田クリニックには、平成14年4月から勤

務しております。これまで、本部・幸病院や各事業所の

皆様にご協力いただき、スタッフに恵まれて現在まで地

域医療の一端を担うことができたと痛感し感謝申し上げ

ます。

最後に、当時つるんでいたT君は現在、福島県立医大

で教授をしています、毎年時季になると、とってもおい

しい桃を届けてくれます。

さいわい鹿島田クリニック　院長

朝倉裕士

2018 年 12月忘年会兼職員旅行で
サプライズの還暦祝い

サッカー部だった大学 3年生

著者吉藤健太朗（33歳、自称ロボッ

トコミュニケーター）はいわゆる引き

こもり経験者であり、折り紙が得意な

事からオリィと呼ばれている。

人づきあいが極度に苦手でそれゆえ

孤立した人生を歩み、その苦しい経験

故に人の孤独を消すことを一生のテー

マに選んだという。

孤独を癒すのでなく孤独を消すと言

い切るところに私は彼の強い決意を感じ取った。

この本は又、世間的には途中まで落ちこぼれそのも

のであった氏が今や日本を代表する青年ロボット開発

者として世界の人々に知られる存在となった物語でも

ある。

著者を初めて見たのは、ＮＨＫＴＶの番組「逆転人

生」への出演であった。

最初に強烈に印象付けられたのは著者のファッショ

ンである。

「黒い白衣」と称する白衣のような形

をした真っ黒な着衣は本人のデザイン

だというが内ポケットからスマホ、パ

ソコン、挙句は雨傘まで取り出したの

には笑ってしまった。

其の後好奇心に駆られてこの本を読

んだ私はとてもさわやかな共感を覚えた。

彼は自分の性格を我慢ヨワイいとい

う。自らを弱者と規定していながら引きこもりだけで

なく、病人や高齢者等弱者達の救済に立ち向かってい

るところが世代を超えた共感を呼ぶのだろう。

弱者が弱者を救済しようなんて、なんたる痛快事！
これ以上は、この本を手に取って読んで欲しい。

本の内容のより深い理解の為にこちらの映像も役立

つと思う。

https://www.youtube.com/watch?v=TK3Tdyd-HTg

「孤独は消せる」
サンマーク出版：吉藤健太朗

社会医療法人財団石心会
専務理事／事務局長

辻田征男
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石心会グループ学会発表一覧（2020.10 〜 2020.12） 石心会グループ学会発表一覧（2020.10 〜 2020.12）

◆川崎幸病院
学会発表
診療部
【国際学会】

発表者 部署 期間 学会名 演題名 開催地 発表形態

大島　晋 大動脈外科 2020年11月30日

INTERNATIONAL 
SCIENTIFIC-
PRACTICAL 
CONFERENCE 
"TOPICAL ISSUES 
OF ANGIOLOGY"

① Surgery for extensive aortic disease in the heyday 
of stent-graft (total arch
replacement from left thoracotomy)　　　　　　　
② Open repair of thoracoabdominal aortic aneurysm 
eight years outcome from
a single center with 327cases in Kawasaki

web 国際会議

尾﨑健介 大動脈外科 2020年11月30日

INTERNATIONAL 
SCIENTIFIC-
PRACTICAL 
CONFERENCE 
"TOPICAL ISSUES 
OF ANGIOLOGY"

① 687 cases of conventional and classical total arch 
replacement　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②О pen conversion after EVAR

web 国際会議

【全国学会】

栃木秀一 大動脈外科 2020年10月13日 第61回日本脈管学会総
会 malperfusion を伴う急性 A 型大動脈解離の治療戦略 web 一般口演

長谷聡一郎 大動脈外科 2020年10月13日 第61回日本脈管学会総
会

大動脈手術後リンパ漏れに対する intra-nodal 
lymphangiography による 162 例の治療戦略 web 一般口演

長谷聡一郎 大動脈外科 2020年10月30日 第73回日本胸部外科学
会定期学術集会

腸管、腎臓、四肢の Malperfusion を伴う Stanford A 型急
性大動脈解離に対する Endovascular Surgery68 例の治療
成績

web 一般口演

櫻井　茂 大動脈外科 2020年10月30日 第73回日本胸部外科学
会定期学術集会

当センターにおける Malperfusion を伴う Stanford A 型急
性大動脈解離に対する治療戦略の検討 web 一般口演

大島　晋 大動脈外科 2020年10月30日 第73回日本胸部外科学
会定期学術集会 クリニカルビデオセッション心臓 2　大血管、心不全　座長 web 座長

広上智宏 大動脈外科 2020年11月1日 第73回日本胸部外科学
会定期学術集会 Saggy Aorta を伴う弓部大動脈瘤に対する手術成績の検討 web シンポジウム

大島　晋 大動脈外科 2020年11月21日 TERUMO　Aortic 
Web　Seminaｒ 胸腹部大動脈瘤の治療戦略（open 編） web 講演

尾﨑健介 大動脈外科 2020年11月27日 第48回日本血管外科学
会学術総会

What is the radical therpy as open conversion after 
EVAR?:median and lateral approach web シンポジウム

糸原孝明 大動脈外科 2020年11月27日 第48回日本血管外科学
会学術総会

Single-center experience with in situ replacement 
of 35 infected aneurysms of the thracic and 
thoracoadbminal aorta

web 一般口演

櫻井　茂 大動脈外科 2020年11月27日 第48回日本血管外科学
会学術総会

Experience of 1045 patients surgery for acute type 
A aortic dissection web 一般口演

津村康介 大動脈外科 2020年11月27日 第48回日本血管外科学
会学術総会 自家静脈グラフトを用いて治療した孤立性大腿深動脈瘤の 1 例 web パネルディス

カッション

沖山　信 大動脈外科 2020年11月27日 第48回日本血管外科学
会学術総会

Surgical Treatment for Endoleak Afetr EVAR by 
Median Laparotomy Approach web パネルディス

カッション

栃木秀一 大動脈外科 2020年11月27日 第48回日本血管外科学
会学術総会 急性 A 型大動脈解離 700 例の手術検討 web 一般口演

平井雄喜 大動脈外科 2020年11月28日 第49回日本血管外科学
会学術総会

The treatment of uncomplicated type B dissection in 
Kwasaki web 一般口演

広上智宏 大動脈外科 2020年11月27日 第48回日本血管外科学
会学術総会

Study of emergent surgery for ruptured abdominal 
aortic aneurysm in our center web シンポジウム

長谷聡一郎 大動脈外科 2020年12月17日 西巻塾webbinar ステントグラフト治療におけいるエンドリーク治療について web 講演

桃原哲也 循環器内科 2020年11月7日
第6回Pan-Pacific 
Primary Angioplasty 
Conference2020

ACS PCI after TAVI web 演者

桃原哲也 循環器内科 2020年11月7日
第6回Pan-Pacific 
Primary Angioplasty 
Conference2020

PCI ビデオライブ web コメンテーター

成清道久 脳神経外科 2020年10月15日
〜17日

日本脳神経外科学会第
79 回学術総会 血栓回収療法において診療看護師と共に行った働き方改革 岡山 口演

小島アリソン
健次 脳神経外科 2020年10月15日

〜17日
日本脳神経外科学会第
79 回学術総会

開胸術前の脳主幹動脈閉塞に対する予防的浅側頭動脈中大脳
動脈吻合術の有効性の検討 岡山 ポスター

2020.10～2020.12

発表者 部署 期間 学会名 演題名 開催地 発表形態

大橋　聡 脳神経外科 2020年10月15日
〜17日

日本脳神経外科学会第
79 回学術総会 後咽頭部髄膜瘤を呈した神経線維腫の 1 例 岡山 ポスター

長崎弘和 脳神経外科 2020年10月15日
〜17日

日本脳神経外科学会第
79 回学術総会

大動脈弁狭窄症を有する頚動脈狭窄症例に対して CAS 術前に
TAVI を施行した１例 岡山 ポスター

壷井祥史 脳神経外科 2020年10月15日
〜17日

日本脳神経外科学会第
79 回学術総会

急性期血栓回収療法における COVID-19 疑い患者の搬送方法
の工夫 岡山 ポスター

成清道久 脳神経外科 2020年11月19日
〜21日

第 36 回日本脳神経血
管内治療学会学術総会

AIS 画像診断における頭部 CT 灌流画像解析ソフト 4D-brain 
perfuson を用いた組織評価の有用性 京都 シンポジウム

長崎弘和 脳神経外科 2020年11月19日
〜21日

第 36 回日本脳神経血
管内治療学会学術総会 急性期脳梗塞に対する救急外来での初期対応に関する検討 京都 口演

壷井祥史 脳神経外科 2020年11月19日
〜21日

第 36 回日本脳神経血
管内治療学会学術総会

吸引圧の実験結果から導き出した新たな ADAPT:r-MAX の有
効性 京都 ポスター

小島アリソン
健次 脳神経外科 2020年11月19日

〜21日
第 36 回日本脳神経血
管内治療学会学術総会

破裂脳動脈瘤に対するコイル塞栓術後に遅発性に
coilmigration をきたし、ステント留置術を要した一例 京都 ポスター

大橋　聡 脳神経外科 2020年11月19日
〜21日

第 36 回日本脳神経血
管内治療学会学術総会 破裂脳動脈瘤における 3D プリンターの有用性 京都 ポスター

伊藤慎吾 外科 2020年10月8日
〜9日

第56回日本腹部救急医
学会総会 便秘による高齢者の大腸緊急手術症例の検討 web 一般演題

杉山敦彦 外科 2020年10月8日
〜9日

第56回日本腹部救急医
学会総会 上部消化管穿孔に対する腹腔鏡手術の治療成績の検討 web 一般演題

伊藤慎吾 外科 2020年10月24日 第58回日本癌治療学会
学術集会

大腸癌化学療法中のがん関連ディスペプジア症状に対するアコ
ファイドの有効性 京都 一般演題

長山和弘 外科 2020年10月29日 第73回日本胸部外科学
会定期学術集会

Fontan 循環の成人肺癌患者に対して左肺上葉切除を行った一
例 愛知 一般演題

石山泰寛 外科 2020年10月29日
〜31日

第82回日本臨床外科学
会総会 脾弯曲部の横行結腸に対する腹腔鏡下手術の手術手技と成績 web 主要関連演題

石山泰寛 外科 2020年10月29日
〜31日

第82回日本臨床外科学
会総会

大腸癌術後の縫合不全に対する治療方針の選択によって予後に
影響はあるのか？ web 要望演題

小串佑太 外科 2020年10月29日
〜31日

第82回日本臨床外科学
会総会

大量下血をきたし回盲部切除を施行した回腸放射線腸炎の 1
例 web 研修医

セッション

成田和弘 外科 2020年12月15日
〜17日

第75回日本消化器外科
学会総会 当院における大腸癌イレウスに対する治療戦略と成績 web 一般演題

石山泰寛 外科 2020年12月22日
〜24日

第45回日本外科系連合
学会学術集会 合併症軽減のための術式工夫 web 要望演題

杉山敦彦 外科 2020年12月22日
〜24日

第45回日本外科系連合
学会学術集会

小腸軸捻転症を誘発した小腸間膜嚢胞状リンパ管腫を待機的
に腹腔鏡手術で切除した 1 例 web ポスター

日月裕司 外科 2020年12月10日 日本食道学会 ワークショップ 4：stage IV 食道癌に対する治療戦略 徳島 司会

黒田　浩 婦人科 2020年11月9日
〜23日

第 43 回日本産婦人科
手術学会

臓器・鉗子・カメラの立体的な位置関係を意識した腹腔鏡手
術のカメラワーク web 口演

新城　梓 婦人科 2020年12月3日
〜23日

第 65 回日本生殖医学
学術講演会 妊孕能温存のための卵巣摘出症例の手術手技について web 口演

新城　梓 婦人科 2020年12月14日
〜28日

第 60 回日本産科婦人
科内視鏡学会学術講演
会

腹腔鏡下仙骨腟固定術後の再発症例に対してメッシュ再固定を
おこなった一例 web 口演

佐藤兼重 形成外科 2020年11月12日
〜13日

第３８回日本頭蓋顎顔
面外科学会学術集会 クラニオにかけた思い 東京 対談

金佑吏・
佐藤兼重 形成外科 2020年12月10日 第１２回日本創傷外科

学会総会学術集会 MRSA による皮下原発胸部ガス壊疽の治療経験 徳島 ポスター

塚本啓祐 消化器内科 2020年10月1日
〜2日

第 56 回日本胆道学会
学術集会 Bouveret 症候群 2 例を含む胆石イレウスの 4 症例 福岡 web

塚本啓祐 消化器内科 2020年12月1日
〜3日

日本超音波医学会第
93 回学術集会 当院における EUS の総胆管結石診断能の評価 仙台 web

山田英行 腎臓内科 2020年11月2日
〜24日

第65回日本透析医学会
学術集会・総会

前立腺癌に伴い Trousseau 症候群を呈した血液透析患者の一
例 （大阪） web

和田紗矢香 腎臓内科 2020年11月2日
〜24日

第65回日本透析医学会
学術集会・総会

低 Mg 血症，ビタミン D 欠乏により高度の低 Ca 血症を呈した
末期腎不全の一例 （大阪） web

下里誠司 腎臓内科 2020年11月2日
〜24日

第65回日本透析医学会
学術集会・総会 大動脈弁狭窄症が急速に進行した腹膜透析患者の一例 （大阪） web

【地方学会】

小島アリソン
健次 脳神経外科 2020年12月5日

青葉脳神経血管内手術
法ワークショップ（青葉
塾）

短頸高齢者に対し頸部直接穿刺にて行った血栓回収の経験 横浜 口演

松山遼太郎 外科 2020年11月28日 第 184 回日本胸部外科
学会関東甲信越地方会

右横隔膜交通症による右胸水貯留に対する右胸腔鏡下
横隔膜縫縮術の一例 東京 一般演題
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【講演会】
発表者 部署 期間 学会名 演題名 開催地 発表形態

黒田　浩 婦人科 2020年10月25日

第12回神奈川県若手
産婦人科医の会　勉強
会～神奈川県内の横の
つながりを深めて学ぶ
腹腔鏡～コロナ禍での
Surgeon5.0を目指して

コロナ禍での腹腔鏡トレーニング web
（神奈川） 口演

コメディカル部

上原成人 CE 科 2020年11月2日
〜8日

第６５回　日本透析医
学会学術集会・総会

AN69ST膜を使用したCHDF下でのナファモスタットメシル酸
塩吸着に関する検討 web デジタル

ポスター

山田剛士 CE 科 2020年11月22日 第３回　神奈川県臨床
工学会 アブレーション業務の工夫と教育について 横浜 シンポジウム

パネラー

石田和史 放射線科 2020年11月23日 Enhanced CT 
Imaging Seminar

弁疾患により造影剤到達時間の遅延が考えられる患者を対象と
した大動脈・心臓同時撮影について web

石田和史 放射線科 2020年12月21日 KCTT 弁疾患により造影剤到達時間の遅延が考えられる患者を対象と
した大動脈・心臓同時撮影について web

齋藤一樹 放射線科 2020年11月19日
〜21日

第 36 回 NPO 法人日
本脳神経血管内治療学
会学術総会

超急性期脳梗塞の血管撮影における患者抑制への技師介入 京都 デジタル
ポスター

藤田和栄 放射線科 2020年10月9日
〜11日

第22回日本骨粗鬆症学
会

大腿動脈に留置されたSTENTがDXA大腿骨近位部の骨密度
に与える影響の検討 web

薬剤部

谷前朝海 薬剤部 2020年10月24日
〜11月1日 日本医療薬学会年会 変形性膝関節症術後の鎮痛薬の副作用モニタリングと制吐剤の

継続について オンライン ポスター

原田恒介 薬剤部 2020年10月31日
〜11月8日

第50回日本病院薬剤師
会関東ブロック大会

グリコペプチド系抗菌薬全使用症例に対する薬剤師介入とその
成果について オンライン ポスター

成木　展 薬剤部 2020年10月31日
〜11月8日

第50回日本病院薬剤師
会関東ブロック大会

感染性心内膜炎患者へのゲンタマイシン全使用症例に対する薬
剤師介入とその成果について オンライン ポスター

論文・教科書執筆等
診療部

発表者 部署 雑誌名 タイトル 分類
長山和弘 外科 臨床外科第75巻第11号増刊号 気管・気管支の縫合

小向大輔 腎臓内科 東京医学社　腎と透析　2020 Oct 
vol.89, No 4 【体液量の評価と対策】　乏尿・多尿の鑑別診断 雑誌

根本隆章 感染制御科 臨床消化器内科 胆嚢炎・胆管炎の抗菌薬治療 雑誌

根本隆章 感染制御科 medicina 結核 雑誌

◆アルファメディック・クリニック
学会発表
【全国学会】

発表者 部署 期間 学会名 演題名 開催地 発表形態

若林美咲 放射線科 2020年11月26日
〜12月11日

第61回日本人間ドック
学会学術大会 マンモグラフィ施設画像評価認定取得および精度維持について web web 配信

◆神奈川地区在宅事業部
学会発表
【全国学会】

深井純子 かしまだ地域包
括支援センター 2020年10月14日 介護支援専門員専門課

程Ⅰ 社会資源活用にむけて関係機関の連携 川崎市 講演

宮本祥代 さいわい訪問看
護ステーション 2020年12月12日 在宅における医療安全 訪問看護ステーションにおけるリスクマネジメントの実際 川崎市 講演

◆埼玉石心会病院
学会発表
診療部
【国際学会】

山根正久 循環器内科 2020年10月1日
～2日

CTO Virtual Summit 
2020 Brazil

Selection, crossing and protection of collateral 
channels Brazill web 講演

山根正久 循環器内科 2020年10月16日 Indo-Japan CTO 
Web Seminar

The Dual Lumen Microcatheter (Sasuke) application 
for Complex PCI India web 講演

山根正久 循環器内科 2020年10月31日 CSI-NIC-India 2020 Reattempt CTO: Tips and tricks  India web 講演

山根正久 循環器内科 2020年11月5日
〜6日 TOBI 2020 Gaia Next wire:  inside the XTRAND technology Italy web 講演

発表者 部署 期間 学会名 演題名 開催地 発表形態
山根正久 循環器内科 2020年11月7日 STCCCV 2020 New evidences in CTO management    Tunisia web 講演

山根正久 循環器内科 2020年11月22日 CTO & IMAGING 
India 2020 The Retrograde Approach India web 講演

山根正久 循環器内科 2020年12月14日
〜15日 AHO 2020 Master Class from our Experts: Improvements in 

Retrograde Approach Spain web 講演

山根正久 循環器内科 2020年12月22日 Incathlab & Asahi 
Webinar Middle East Breaking barriers with new devices in CTO PCI ― web 講演

神宮隆臣 脳血管内治療科 2020年10月5日
〜7日

14th Asian-
Australasian 
Federation of 
Interventional 
and Therapeutic 
Neuroradiology

Endovascular Treatment for Acute Ischemic Stroke 
due to Arterial Dissection.

web 
virtual e-poster

　

【全国学会】

阿部敏幸 消化器内科 2020年11月5日
〜8日

第 28 回日本消化器関
連学会週間

市中病院におけるSpyGlassDSを用いた電気水圧衝撃波結石
破砕装置（EHL）による結石破砕術の治療成績 web デジタル

ポスター

元　志宏 腎臓内科 2020年11月2日
〜24日

第 65 回日本透析医学
会学術集会・総会 血液透析患者におけるエロビキシバットの有用性 web デジタル

ポスター

庄子　渉 外科 2020年10月8日
〜9日

第 56 回日本腹部救急
医学会総会

胆嚢癌からの出血で胆管閉塞、胆管炎をきたし心肺停止となる
も救命しえた1例 web 一般口演

木戸知紀 外科 2020年10月8日
〜9日

第 56 回日本腹部救急
医学会総会 絞扼性小腸閉塞を伴ったS状結腸軸捻転症の1例 web 一般口演

陣野太陽 心臓血管外科 2020年10月29日
〜11月1日

第 73 回日本胸部外科
学会定期学術集会

A型急性大動脈解離における6㎝オープンステントグラフトの使
用は脊髄虚血リスクを最小化し、下行大動脈リモデリングに有
効である

web 一般口演

木山　宏 心臓血管外科 2020年11月27日
〜29日

第 48 回日本血管外科
学会学術総会

発症6ヶ月以内のスタンフォードB型解離に挿入したベアステン
トの中期成績 web 一般口演

小谷野　岳 整形外科 2020年10月23日
〜24日

第 47 回日本股関節学
会学術集会

変形性股関節症患者における歩行時の水平面内骨盤変動のフー
リエ変換を用いた解析 web 一般口演

都築伸介 脳神経外科 2020年10月15日
〜11月30日

日本脳神経外科学会第
79 回学術総会 CAS first施設におけるCEA症例の検討 岡山 ポスター

徳重一雄 脳神経外科 2020年10月15日
〜11月30日

日本脳神経外科学会第
79 回学術総会 機械学習を用いた脳出血症例における機能予後予測の試み 岡山 口演

中館雅志 脳血管内治療科 2020年11月19日
〜21日

第 36 回 NPO 法人日
本脳神経血管内治療学
会学術総会

Intracranisl MR Vessel Wall Imaging:プラークと解離の鑑
別点の検討 京都 口演

近藤竜史 脳血管内治療科 2020年11月19日
〜21日

第 36 回 NPO 法人日
本脳神経血管内治療学
会学術総会

動脈解離に起因する急性期虚血性脳卒中に対する血管内治療 京都 口演

木村　優 形成外科 2020年11月2日〜
28日

第 12 回日本創傷外科
学会総会・学術集会 2皮頭の後耳介皮弁を用いて再建した耳介全層欠損の一例 web ポスター

實重　学 泌尿器科 2020年11月2日〜
27日

第 34 回日本泌尿器内
視鏡学会総会

アルノートラップシングルを用いたReduced Port Surgeryに
よる腹腔鏡前立腺全摘除術 web 一般口演

佐伯有香 救急科 2021年11月18日 第 48 回日本救急医学
会総会・学術集会

当院におけるCOVID19感染症スクリーニングチェックシートの
運用及びその検討 web 一般口演

白石哲也 リハビリ
テーション科

2020年10月15日
〜17日

日本脳神経外科学会第
79 回学術総会 脳神経外科領域の診断治療への機械学習の応用 web 一般口演

本田憲業 放射線科 2020年11月2日
〜26日

第 40 回医療情報学連
合大会 ここまで進んだIHE　～IHE　UPDATE　2020～　　3.RFD web 一般口演

本田憲業 放射線科 2020年11月2日
〜26日

第 40 回医療情報学連
合大会

HELICSチュートリアル　　2.データ入力用書式・提出に関する
仕様 web 一般口演

内野　晃 放射線科 2020年11月4日 第 564 回 NR 懇話会
70代女性　Right persistent primitive olfactory A (Type 
1 or 3) associated with early bifurcated accessory 
ACA

web 一般口演

田頭いとゑ 歯科 2020年11月2日
〜25日

日本老年歯科医学会第
31 回学術大会

ワレンベルグ症候群患者への継続的リハビリテーションにより経
口摂取可能になった症例 web 一般口演

【地方学会】

谷　昂大 循環器内科 2020年12月12日 第 665 回日本内科学会
関東地方会

肺血栓塞栓症（PTE)/ 深部静脈血栓症（DVT) の背景に高ホ
モシステイン（Hcy) 血症の関与が疑われた 1 例 東京 web 口演

伊達勇佑 心臓血管外科 2020年11月28日 第 184 回日本胸部外科
学会関東甲信越地方会

術後 Impella が有効だった急性心筋梗塞後心室中隔穿孔の急
性期手術 東京 一般口演

山内秀昂 心臓血管外科 2020年11月28日 第 184 回日本胸部外科
学会関東甲信越地方会 バルサルバ洞破裂を伴った感染性心内膜炎の一例 東京 一般口演

都築伸介 脳神経外科 2020年12月12日
第 143 回一般社団法
人日本脳神経外科学会
関東支部学術集会

未破裂脳動脈瘤ー Coil first 施設における clipping 症例の検
討ー 東京 口演
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発表者 部署 期間 学会名 演題名 開催地 発表形態

熊坂礼音 リハビリ
テーション科 2020年11月28日

第 5 回関東甲信越支部
地方会日本心臓リハビ
リテーション学会

心筋梗塞発症のトリガー web 一般口演

薄田　暁 研修医 2020年12月5日
〜25日

日本消化器病学会関東
支部第 362 回例会

胸腔内穿破を引き起こした黄色肉芽腫性胆嚢炎に対し保存的加
療で改善した 1 例 web 一般口演

【講演】
入江忠信 循環器内科 2020年11月11日 Masters' Voice 2020 SVT 診断のために EP で何をすべきか？ 狭山市 web 講演

入江忠信 循環器内科 2020年11月18日 循環器疾患連携 
Webinar 地域連携を意識した不整脈診療Tactics 川越市 web 講演

石原正一郎 脳血管内治療科 2020年10月26日
ストップ!NO卒中!プロ
ジェクトリモート講演会
in埼玉

脳虚血疾患における血管内治療の最前線と現状 リモート 講演

石原正一郎 脳血管内治療科 2020年11月5日
〜6日

第27回日本神経内視鏡
学会 シンポジウム 13：内視鏡下第三脳室開窓術の長期成績Ⅱ 和歌山 座長

徳重一雄 脳血管内治療科 2020年11月5日
〜6日

第27回日本神経内視鏡
学会 血管障害 II(SAH,Moya) 和歌山 座長

近藤竜史 脳血管内治療科 2020年11月19日
〜21日

第36回NPO法人日本
脳神経血管内治療学会
学術総会

一般口演 18：動脈瘤　抗血小板薬 京都 座長

看護部

川添千穂 3C 2020年11月1日
〜30日

第51回日本看護学会学
術集会Web学会

心不全で再入院を繰り返す患者への生活指導の有用性について
～面談と退院指導を通して見えたもの～ web 示説

薬剤部

小倉弥生 薬剤部 2020年10月24日
〜11月1日

第 30 回日本医療薬学
会年会

急性期病院とポリファーマシー対策～多職種チームでの薬剤師
の課題～ web ポスター

山﨑伊織 薬剤部 2020年10月24日
〜11月1日

第 30 回日本医療薬学
会年会

院内処方におけるプロトコルに基づく薬物治療計画（PBPM）改
訂前後の比較 web ポスター

手代木彩香 薬剤部 2020年10月31日
〜11月8日

日本病院薬剤師会関東
ブロック第 50 回学術
大会

薬剤部による配薬カートセット業務開始とその課題 web ポスター

リハビリテーション部

小林陽平 リハビリ
テーション部

2020年11月28日
〜29日

第１８回　日本神経理
学療法学会学術大会

機械学習を用いた急性期脳卒中患者における退院時 ADL の予
後予測～多施設研究～ web（京都） 口述

検査部

吉田貴典 検査部 2020年12月6日 第 48 回埼玉県医学検
査学会

診療につなげるERでの臨床検査　ERでの臨床検査技師の業
務の在り方について振り返る 埼玉県 ポスター

　

論文・教科書執筆等
診療部

発表者 部署 雑誌名 タイトル 分類

田頭いとゑ 歯科 ニュートリションケア，メディカ出版，東京，
13（9），2020 戸原玄：咀嚼と摂食嚥下機能 書籍

田頭いとゑ 歯科
在宅歯科医療をさらに高めるClinical 
QuestionsとQuestions & Answers，
医歯薬出版，東京，2020

歯科訪問診療における嚥下と咀嚼 書籍

入江忠信　 循環器内科 治療　2020 Vol.102　no.12  ～そろそ
ろどうなの？あの薬～ チカグレロル 雑誌

児玉ひとみ 乳腺内分泌外科 原著論文　内分泌外科会誌　　37(3) : 
161-165, 2020

特集1　内分泌外科と境界領域―各診療科からみた甲状腺・副
甲状腺疾患―
　　　  一般臨床総合病院の乳腺内分泌外科からみた甲状腺・
副甲状腺疾患

雑誌

薬剤部

村田　諭 薬剤部 日本臨床微生物学会雑誌第30巻第4号 
p268-272

非造血器悪性腫瘍患者に発症したMagnusiomyces 
capitatusによる中心静脈カテーテル関連血流感染の1例 論文

◆さやま総合クリニック
学会発表
診療部
【講演会】

発表者 部署 期間 学会名 演題名 開催地 発表形態

菅野壮太郎 診療部 2020年11月5日 令和 2 年度埼玉県医師
会在宅医療塾 在宅における麻薬を用いた疼痛管理 浦和 講演／講義

　

診療部以外
発表者 部署 期間 学会名 演題名 開催地 発表形態

瀧澤美佳 生理検査室 2020年12月16日 第48回埼玉県医学検査
学会 当院における大動脈弁狭窄症に対する右側臥位計測の検討 埼玉 ポスター

◆さやま腎クリニック
学会発表
診療部
【講演会】

池田直史 腎臓内科 2020年10月26日 Incretin Online 
Seminar 2020 慢性腎臓病患者の新たなる糖尿病治療戦略 web 座長

池田直史 腎臓内科 2020年10月31日 東播磨 CKD-MBD セミ
ナー 2020

CKD-MBD 管理目標値達成に向けた SHPT のより良い治療法
とは web 神戸 講演

池田直史 腎臓内科 2020年11月11日 SHPT フォーラム in 安
房

CKD-MBD 管理目標値達成に向けた SHPT のより良い治療法
とは web 安房 特別講演

池田直史 腎臓内科 2020年12月1日 グラクティブエリア web
セミナー DKD における血圧管理と血糖管理 web 所沢 講演

池田直史 腎臓内科 2020年12月11日 TORII CKD WEB セミ
ナー

CKD と冠動脈病変との新しい知見～保存期からのリン管理の
重要性～ web 埼玉 講演

池田直史 腎臓内科 2020年12月12日 パーサビブ　Webinar CKD-MBD 管理目標値達成に向けた SHPT のより良い治療法
とは web 関東 特別講演

池田直史 腎臓内科 2020年12月15日 Diabetes ＆ Kidney 
Web Conference 糖尿病性腎症における現状と課題 web 埼玉 座長

池田直史 腎臓内科 2020年12月18日 鳥居 CKD セミナー in 
埼玉西部 腎性貧血とエナロデュスタット web 

埼玉西部 座長

診療部以外

齋藤理恵 看護科 2020年11月2日
〜24日

第 65 回　日本透析医
学会学術集会

透析クリニックに勤務する非医療従事者を対象とした BLS 講習
会の効果 web デジタル

ポスター

岩澤文子 看護科 2020年11月21日
〜12月20日

第 23 回　日本腎不全
看護学会学術集会

看護管理者になってからの 3 年間の取り組み
～看護師定着にむけた働きやすい職場環境を目指して～ web 一般講演

児玉　亮 医療技術科
ＣＥ室

2020年11月2日
〜24日

第 65 回日本透析医学
会学術集会・総会 『当院におけるβ ₂-MG 除去率の比較検討』 web（横浜） デジタル

ポスター
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編集後記
今回の号は新型コロナウイルスとの日々の戦いの中で石心

会の理念を貫く活動の紹介をテーマにした。
埼玉石心会病院移転後の救急現場からの報告は海燕史

上初めての試みであるが興味深い記事になったと思う。

・・・暗鬱な雲がたれこめ、雷鳴が轟く空と海、
戸惑い騒ぐばかりの鴎らの群れを尻目に、
海燕は激しく飛び交い、暗雲と雷鳴を切り裂いて一直線に飛翔する。

本誌タイトル『海燕』は、M. ゴーリキーの散文集《海燕の歌》（1901）に
由来しています。その大意は以上のとおりであり、
石心会のイノベーションマインドの象徴として採用しました。

令和2年度秋の叙勲　瑞宝小綬章
功労概要：防衛功労　主要経歴：元 自衛隊阪神病院長
アルファメディック・クリニック　院長　林建男

●法人事務局
任 命：	白石　英之　（1/1	 Web製作室室長）
異 動：	長谷川　裕介（11/16	 埼玉石心会病院企画広報課係長
		  → 法人事務局地域医療推進室係

長）

●川崎幸病院
任 命：	岡本　法奈　（11/1	 消化器内科医長）
	 樋口　愛子　（11/1	 薬剤部主任 → 薬剤部副科長）
	 橋本　理恵子（11/1	 薬剤部薬剤科長 → 患者支援セン

ター薬剤部科長（入退院支援担当）
	 清水　知花　（12/1	 事務部医務課副主任）
異 動：	吉村　まり子（12/1	 さいわい鶴見病院看護科長（部長

代行） → 川崎幸病院看護部救急外
来科長）

入 職：	津村　康介　（11/9	 大動脈外科医師）
	 山﨑　美保　（12/2	 麻酔科医師）
	 閻　碵　　　（12/2　	麻酔科医師）
	 髙橋　直樹　（1/1	 救急科医長）
	 石河　和将　（1/1	 大動脈外科医師）
	 古川　拓　　（1/1	 麻酔科医師）
退 職：	鶴和　幹浩　（11/6	 救急科医師）
	 田中　健滋　（11/30	 産業医）
	 渡辺　衿　　（12/1	 麻酔科医師）
	 清家　拓海　（12/1	 麻酔科医師）
	 栃木　秀一　（12/7	 大動脈外科医師）
	 北嶋　宏輝　（12/31	 麻酔科医師）

●さいわい鶴見病院
任 命：	岡本　正太　（11/1	 さいわい鶴見病院事務長 兼 さや

ま腎クリニック事務長(石心会事務
局長補佐) → さいわい鶴見病院事
務長

	 小林　和彦　（11/5	 さいわい鶴見病院統括事務部長 →　
さいわい鶴見病院リニューアル担
当）

	 加瀬　恵美　（12/1	 看護科長 → 看護部長代行 兼 看護
科長

異 動：	須田　江津子（11/16	 埼玉石心会病院看護部看護教育セ
ンター副師長 → さいわい鶴見病
院看護科副師長

退 職：	藤井　真由美（10/15	 薬局長）

●川崎幸クリニック
任 命：	外園　莉帆　（11/16	 患者サービス課診療フロアーク

ラーク副主任）

●第二川崎幸クリニック
異 動：	中田　貴也　（1/1	 川崎幸病院医療相談科主任 → 第

二川崎幸クリニック医療相談室主
任）

●さいわい鹿島田クリニック
任 命：	増田　香織　（1/1	 事務課（外来）副主任）
	 渡部　愛佳　（1/1	 事務課（外来）副主任）
	 森本　千佳　（1/1	 事務課（透析クラーク事務）副主

任）
	 鈴木　美緒　（1/1	 事務課（透析事務）副主任）

●川崎健診クリニック
任 命：	柳澤　光一　（12/1	 企業健診部係長）

●埼玉石心会病院
任 命：	三ツ木　千明（11/1	 看護部（医療安全管理室）副師長 →

看護部（医療安全管理室）師長
	 多賀谷　友香（11/1	 検査部生理検査室係長）
	 青栁　奈津子（11/1	 栄養部係長）
	 山田　健司　（11/1	 事務部資材課長 → 事務副部長）
	 島崎　彩香　（11/1	 入退院センターMSW課係長）
入 職：	染村　祥　　（1/1	 消化器内科医長）
退 職：	清水　喜徳　（12/31	 外科部長）

●さやま総合クリニック
任 命：	吉野　良平　（11/1	 埼玉石心会病院事務副部長 兼 さ

やま総合クリニック事務部長 →　
さやま総合クリニック事務部長

	 古賀　文子　（11/1	 コメディカル部健診センター係長　
→ 健診センター課長）

●さやま腎クリニック
任 命：	野平　由香　（11/1　	人工透析内科副部長 → 人工透析

内科部長）
	 清澄　理恵　（11/1	 人工透析内科医長 → 人工透析内

科副部長）
	 大石　俊　　（11/1	 事務課係長 → 事務課課長代行）
	 川鍋　美恵　（12/1	 薬剤室係長 → 薬剤室課長）

●立川介護老人保健施設わかば（居宅）
退 職：	冨田　岳史　（12/15	 主任）

●立川訪問ステーションわかば（訪問介護）
入 職：	桒田　豊　　（12/1	 副主任）

■訃報
2020年11月28日に埼玉石心会病院の看護師・平田千尋
さんが交通事故でお亡くなりになりました。
心よりお悔やみ申し上げます。


